
「選ぶ」力を養う 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権を意識しよう→人権を守る・大切にする  校長 杉谷 明 

１２月には人権週間があります。 

「人権」とは、「全ての人々が生命と自由を確保し，それぞれの幸福を追求する権利」 

あるいは 「人間が人間らしく生きる権利で，生まれながらに持つ権利」 です。  

１９４８年１２月１０日(今から７５年前)、国際連合は第３回総会において、多くの尊い命 

が奪われた第二次世界大戦を反省し世界の平和を実現するために、「すべての人民とすべての国とが達成すべき共通

の基準」として「世界人権宣言」を採択しました。また、その日を記念して１２月１０日を「人権デー」と定めました。 

日本では１２月４日から１０日を「人権週間」とし、全国的に人権尊重の普及・啓発活動が行われています。 

残念ながら日本では、いじめや児童虐待等のこどもの人権問題やインターネット上の人権侵害、障害

のある人や外国人、性的マイノリティ等に対する不当な差別や偏見、部落差別（同和問題）、ハンセン病

問題といった多様な人権問題が依然として存在しています。これらの問題の解決には、私たち一人一人

が様々な人権問題を、自分以外の「誰か」のことではなく、自分ごととして捉え、お互いの人権を尊重し

合うことの大切さについて、認識を深めることが大切だと考えます。 

(生徒の皆さんへ) 

人権侵害につながる言動の背景には、偏見や誤った知識、迷信などに基づくものが多くあります。また、日常の中では、

同じ境遇にある者同士が集まり、行動したり考えたりすることがあります。そのこと自体は、悪いことではありませんが、

それが高じて、同じ行動や考えをしない者を排除し、認めないという傾向が生じてしまうことがあります。 

｢人権を守る、大切にする｣ということは、私たち一人一人が日頃から意識することが大切だと思います。具体的には、

まず自分を大切にすることが「人権を守る、大切にする」ことの基本だと思います。自分を大切にする気持ちをもって暮

せば、相手を気遣う言動も身につきます。次のようなことは、すぐに取り組めるのではないでしょうか。 

① 小さな目標をたてて、それを達成したら自分にご褒美をあげる。(自分をほめる。) 

② 寝る前に、今日一日、自分ががんばったことを確認する。(自分を認める。)  

③ 「ありがとう」などのよい言葉を人にかける。(身の回りの言語環境を整える。) 

④ 他人から大切にされている自分に気づくとともに、相手に感謝する。 

２１世紀は「人権の世紀」です。それは国内だけでなく、世界基準として必要な意識です。 

世界には色々な文化、言語、様々な暮らしがあり、その違いの中で生きている人たちは、 

それぞれ「ひとりの人間」として、人権を持っているということです。これから私たちが生 

きるグローバルな社会では、多様な人たちと協力し合いながら色々な活躍をできることが重要になります。そのために

は、お互いの人権をしっかりと理解し認め合うことを実践できる力が必要になります。毎日の学校生活、普段の生活の中

で、自分自身の人権意識を高め、そして周りの人達をも、巻き込む力を発揮してくれることを大いに期待しています。 

 

去る１１月８日(水)進路説明会がありました。３年生は今まで小中学校と 

同じ道を進んできましたが、これから進む道は自分で選ばなければなりません。３年生にとって人生最初 

の「選択」です。迷っている人も多いと思いますが、自分が納得して進む道を選んでほしいと思います。 

ところで、生徒たちは、これから「選ぶ」ことが増えてきます。例えば、高校進学した人は卒業後進学か、就職か、仮に大

学進学した人は、さらに進学か、就職か、就職した人も仕事を続けるか、それとも転職か、結婚するか、しないか等々。そ

の他にも生きていく上では「選ぶ」ことがたくさん出てきます。言い方を変えれば、「人生とは、選択そのもの」です。 

ある事柄を選択する時、人は様々なことを考えます。そして自分で考えたベストな「よりよい道」を選びます。その結果

どうなるかは、当然その人のそれからの行動や考え方で変わってきますが、それなりの結果が表れます。 

選んだ道が結果としてどうだったか、自分にとってベストだったか。つまり、自分にとってベストな道を「選ぶ」力こそ

「よりよく生きる力」だと言えます。新しい知識・技能を身に付けることも学校では重要ですが、ある事柄に関して、自分が

どのような行動をとればいいかを考え、選び、そして行動する力を身に付けることも学校ではとても大事なことです。 

日々の学校生活の中で、ぜひともこの「選ぶ」力を身に付けていってください。 

教育目標  自ら学び 共に高め合う 心豊かな子ども 
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人権の花  「ひまわり」 

花言葉 あなたは素晴らしい 



暖冬の予測がありますが、日暮れ

の早さもあることから、生徒の安全

を第一に考え、予定どおり１１月末

日をもって、自転車通学を停止しま

す。地域の方からも登下校の様子を

見守っていただき、ありがとうござ

いました。 

今後、自家用車での送迎が増える

ことが予想されます。校地内での通

行につきましては、十分気を付けて

いただくとともに、 

事故防止の観点か 

ら決められた場所 

での送迎にご協力 

をお願いします。 

 

 

 

１年生 歯科指導 

 

 

 

 

２年生 ガン教育 

 

 

 

 

３年生 性教育 

                                           

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな創造力・創造力や、思考力、コミュニケーション能力 

育成などを養うことをねらいに、朗読劇「杜子春」「走れメロ 

ス」を鑑賞しました。４名の劇団員の方の朗読は、とても迫力 

・抑揚があり、さすがプロだと感じさせられました。普段体験 

できない貴重な一時となりました。 

 

 

 

 

 

からだと健康についての意識が高まりました 

自転車通学の停止について 

3年生「性の講演会」 

１２月 １日（金）  ３年生親子活動５，６限 

５日（火） 生徒会役員選挙立会演説会・投票 

    ６日（水） いじめ見逃しゼロスクール集会 

    ７日（木） 全校朝会・新役員認証式 

ＰＴＡ新３年役員選出会議18:00～ 

   １１日（月） 職員会議 

１３日（水） ３年保護者会①１・２年学力検査① 

生徒朝会 

１４日（木） ３年保護者会②１・２年学力検査② 

１５日（金） ３年保護者会③１・２年学力検査③ 

１８日（月） 生徒会専門委員会 

２１日（木） ３年確認テスト 

２２日（金） 授業終了日 全校集会 

冬季休業（～１／８） 

２５日（月） １・２年保護者会（～２７） 

２６日（火） 生徒会交歓会(翔洋)  

２９日（金） 閉庁日（～１／３） 

１月  ９日（火） 授業開始日 全校集会 職員会議 

朗読劇を鑑賞しました 

虫歯予防・歯肉炎予防のためブラッシング・フロスの実技指導を行いました。また、歯科衛生士の方より、

口腔内の健康維持が全身の健康にもつながるという説明をいただき、正しいブラッシングの必要性を学び

ました。 

２人に１人がガンに罹る時代であることを踏まえ、「ガンを防ぐ１２か条」「いのちとからだの１０か条」を教

えていただき、自分自身を「いのちの主人公」「からだの責任者」であることの自覚を持って生活することの

大切さを学びました。 

「１５歳の生と性」というテーマで講演会が行われました。思

春期とは「こども」から「大人」に成長するする時期であること、

「大人」になるために知っておきたいこと、「性の多様性」等、様

々な観点からお話しいただき、一人一人がかけがえのない大切

な「命」であること、幸せになるために生まれてきたことを再確

認する機会になりました。 

朗読劇の様子 


